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乳牛の飼料用イタリアンライグラスの収穫スタート  

 

当センターでは、牛の飼料となる牧草として、春にイタリアンライグラ

ス、夏にスーダングラスを作付けし、自給飼料の確保に努めています。 

今年は、早春の寒波の影響で、春作のイタリアンライグラスは、若干草

丈が短くなりましたが、天候に恵まれたタイミングを見計らい、5 月 12 日

から収穫作業をスタートしました。 

刈り取った牧草は、ロール状に巻いてロールベールラップサイレージ＊

に調製し、約１年間利用します。 

今後も引き続き、自給飼料を主体とした乳牛の飼育を実践していきま

す。 

（＊）家畜の飼料として使用される「サイレージ」は、乳酸発酵させた牧草のことで、発酵により 

保存性を高め、長期間にわたって栄養価を維持できます。 
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